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特  集ホテルの外国人雇用

▶定年が目前にせまる中、そのままでも

安泰であった処遇を振り払い、昨年 10

月に新会社を結成し、新たな一歩を踏

み出されました。始めに五反社長が目指

した使命とは何かをお聞かせください。

　私どもは、GAFA（グーグル、アマゾ

ン、フェイスブック、アップル）のような世

界規模の企業だけではなく、グローバル

化の中でホテル・旅館業界でも不可欠と

なる外国人の『高度人材』の紹介を軸

に掲げました。これまではアジアを中心に、

ある意味、労働力として雇用している企

業が多く見受けられますが、海外にはホ

ル・旅館業界に限らず日本企業が越えて

いかなければならない大きな壁でもありま

す。共同体は構成員が自らの意思で選

んだり、組織との関係を主体的に構築し

たりすることはできません。日本の社会は

終身雇用が前提のため半永久的にその

構成員となります。個性を発揮することは

認められず、社風になじむことが事実上、

強要されます。日本の「会社」においては、

経済的利益と幸福感、抑圧が混然一体

となっており、生活費を稼ぐ場所であると

同時に、自分の居場所であり、そして苦

役を強いられる場所でもありました。全員

の顔が見える形で長時間残業するという

慣行や、年功序列の賃金体系、全人格

的に上司が偉いといった風潮などはすべ

てゲマインシャフト的な部分に起因していま

す。今後は、結束の固さよりも「強さ」、

目的達成能力が重要視されるでしょう。日

本企業も、“ゲゼルシャフト（明確な目的

を持ち合理的、人為的な組織）”への

組織変革が必要となってくると思います。

▶新型コロナウィルス感染拡大防止の

ための緊急事態宣言発令により、日本

の企業の働き方も大きく変わろうとしてい

ます。

　まさにこれからは“ゲゼルシャフト”の

時代です。組織は所与のものではなく、

契約とルールに従って各自が役割を果た

し、見合った報酬を得るのが基本となり

ます。コロナショックにより対面接客を主

力としたホテル・旅館業界も、遠隔業務

をスムーズに進め、ゲゼルシャフト的なマ

ネージメントへ移行せざるを得ません。厳

しい現状を回復させるために、ただ単純

に人員を削減するのではなく、生産性を
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スピタリティ産業に寄与できる有能な人材

がたくさんいらっしゃいます。これからの業

界の発展において有能な人材を、将来

の幹部候補生として雇用することはとても

重要なことであると考えます。そのために

も、国や民族の文化や宗教に配慮しな

がら、国籍にこだわらず個人が持つ才能

や能力を十分に発揮してもらい、優秀な

頭脳をフル活用させ日本のホスピタリティ

業界のグローバル化対応、そして発展さ

せていくことを使命に起業いたしました。

▶確かに現在、日本のホテルで働いて

いる外国人の多くはキャリアップを望ん

でいます。

　ところが受け入れ側は、彼らが望んで

いない単純労働やインバウンドに対応する

ための職務しか与えていない企業も数多

く存在します。しかしこれからは、日本の

若い人材とエリート外国人材を一緒に育

成することで、社内教育システムを見直

し、将来マネージメントや経営も担える人

材へ成長させることができると確信してい

ます。世界を見渡せば、数多くの日本

人が海外で活躍しているものの、いざ受

け入れる側になると排他的な「島国根

性」が露呈される傾向にあると思います。

今回のような非常事態時には、「日本人

の雇用が奪われないか」、「治安は大丈

夫か」など、根拠のない話を蔓延させ、

優秀な外国人材のチャンスを奪い、自身

の居場所のみを確保しようとする。最悪

のケースは「雇用の調整弁として」解雇

に追い込むケースもあります。そうではなく、

まずは外国人幹部を自社で育成し、彼ら

がリーダーとなり国籍を問わず従業員がい

きいきと働ける環境と企業風土を作り上

げていかなければならないと思います。

▶しかし、なかなかその一歩を踏み込め

ないのはなぜだとお考えですか。

　それは社会学的にいうところの“ゲマイ

ンシャフト（共同体組織）”から脱却でき

ないことにあると考えます。これは、ホテ

高めるために無駄な時間を削減し、且

つ、感染リスクを回避するという発想を持

ち、従業員満足度（ES）も高めていか

なければなりません。先端を走っている

ITサービス業では、テレワークに十分対

応できることが明確になりました。逆に言

えば、今回の危機をきっかけに、日本の

あらゆる分野において“ゲゼルシャフト”

へ早急に転換し、そして日本企業の若い

人材と外国人材が融合できる環境とすべ

ての条件を早急に整え、強固な組織を

実現すべきではないかと感じています。

▶具体的にはどのような活動をされるの

ですか。

　現在、台湾最大の日本語学校を運営

しているJPTIPと提携するほか、イタリ

アやフランス、ドイツなどヨーロッパ7カ国

の有名国立大学をつなぐ人材を介して

採用セッションの実施を展開していきます。

ローマ大学やパリINALCO大学では1

回のセッションで2～ 30人程度の学生が

参加しています。また、某不動産系ホテ

ル会社ではすでに20名の採用実績を上

げています。中でもイタリアは日本文化や

社会に強い興味がある学生が多く、イタリ

アにおける階級社会が根強く残っている

ため、将来的には日本で永住したいとい

う優秀な学生が多いです。新たな人材と

して、優秀なヨーロッパ人材は日本のホス

ピタリティ業界発展のためにも欠かせない

存在であると確信しています。他にもアジ

アにおいては、台湾・香港・ベトナム・ミャ

ンマーからの優秀な人材も紹介しています

（インドネシア・中国は準備中）。また日本

人経験者（即戦力人材）やワーキングホ

リデー、インターンシップ、外国人留学生

のアルバイトなどにも対応しています。

▶新時代のキーワードは、ハイジーン

（Hygiene）衛生的であることですね。

　新型コロナウィルスの感染防止をする

ための具体的なアイテムを開発、そしてス

ピーディーに導入できるかがカギを握ると

思います。新時代のキーワードは、ハイ

ジーン（衛生的 )であること。衛生的で

なければ一瞬にして信頼を失ってしまい

ます。ホテル・旅館業界のサプライヤー

と強固な連携を取りつつ、ゲストは勿論

だが、大切なスタッフと双方に、安全・

安心な環境、清潔な空気と空間、衛生

的なアメニティー等を開発し提供していき

たい。また、「グローバルなIT人材」「衛

生的な商品」「キャッシュレス決済」が、

新時代の経営者に強い味方となる事を信

じています。

▶まさにあふれんばかりの高度人材がグ

グッと集まるような予感をさせます。最後

にひと言お願いいたします。

　これまで歩んできたホテリエ40 年の歳

月の中で培ってきた人脈という財産を今こ

そ生かしたいと思う。人間とは「人の間」

と書き、時間とは「時の間」と書きます。

人間は目的に合わせた手段として、ディス

タンス（距離）を最適化し、理想を達成

することができる。人と人を結びつける事

が私の使命だと思っています。日本のホ

テルや旅館の発展に向けた外国人高度

人材等の紹介など、人材に絡めた多様

な要望にお応えし、そして最終的には世

界に通用する日本のホスピタリティ産業の

新たな骨格を築いていきたいと思います。


